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1≠措嘗

正味動力測定（入力軸と出力軸とが回転しながらト

ルクを伝達している状態を測定）を目的としたねじり

動力計は、現在では伝浬軸のねじれ角を電気的に検出

し・処嘩する方式が主流となっている。

この中でも、電磁ピックアップを用いて非接触的に

正味動力を測定するデジタルトルクメータは精度もよ

く分解能烏も優れているがl、ある回転数以上でないと

出力を発生しないという特性のため、低速固転域の軌

力測定のためにはモ岬タを内蔵することが必草となり、

錐礫轡集塵の問密漁び価格の点でも高価で轟凱

そのため、静止時を含む極低速回転速度領域におい

ても使用でき、榛微小客足の動力も測定可能であり、

かつ、棲常自体の極小化と軽度化も容易に図れ、安価

で簡単な非換地式ぬじり動力計の開苑研究が必輩とさ

れている。

このような研究のl・一こ一環として、伝達軸のぬじれ角蜜

随貴人出力軸に取り付けた同形のカムの噂画架位差に

変換し、それを安価なフォトインタラブタをセンサに

和いて捜拇することにより、動力を測定する装置を試

作し、検定試験を行った結集について報告する寧

虹掛操観式艶麗臼歯蘭酔顔簡恐凝潜腰儀

2、∴L情態

Fig・1．に非媛熱式ねじり動力計のシステム国を示す。

ねじり動力瀾・は、伝達軸に作用するトルクをばぬに

より拡大したぬじれにかえる変換部とセンサからの倍

啓蟄熱壌宮凝革労靂螢暦風牒粧腰換常に母見出お馳、

㊤岩牧の岡野のカム、③ねじリコイルばね、④変位セ

ンサから成っている。伝達軸にトルクがかかりばぬが

ぬじれると、三枚のカムに回転角■変位差が生じ、この
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殉鷲鰹遵がカムの海面璧栓塞萎三愛換蕃軋、これをフォ

トセンサにより検出し、アンプによる増幅と溝常装置

による処理によって倍皆を必要なトルク値、回転数、

助力値として表示するシステムである。

2・‖2．カム形状

カムの形状は、Fig・2に示されているように今回は

ハートカム形状を用いる。0ーー0’上でのカムの半径r

は、回転角αが0くαく花では直集約に増加し、αニ花で

隆来賓滴摘藍な蔓草擾睦㌘苓咽藍な凱　花摘溺臆で桔

密栓妊軌軒ち鱗学し、宝花で艶輔とな凱　角度と基礎円

翠軽㌘歩廊琶の饗鑑の閲篠式蛙、次の式のようになる巷

（a）　0くαく花

r＝r8ヰ（肘花）事ぼ

bニr－て8ニ川／花）事α

（b）花くα〈2花

rニr号－（即花）書αヰ2H
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2- 3 . 謝 定 原 理

入 出 力 他 の カ ム 片 の 相対 的 な 位 麗 関 係 をFi g . 3 に 示

す .

くa l の 状態 は 停 止時くt ニ 01 で あ り , ま だ ト ル ク が か か

っ て お ら ず カ ム の 角 変 位 差 は 生 じ て い な い
. くbl の 状

態 は
,

回 転 敢N で 回 転 し 始 め ト ル クT が か か っ た の ち 平

行 状態 に 達 し た と きくL T- L J で あ る . 入 力軸 の カ ム 片 は ,

こ の と き 0 - だ け 傾く o 出 力軸 の カ ム 片 は
,

ト ル クT に

よ り ね じ リ コ イ ル ぱ ね が ね じ れ る た め , O o 傾く . こ

の と き の 入 力 軸 と 出 力 軸 の カ ム 片 の 角 変位 塵 0 は .

0 こ 0 11 0 . と な る . そ し て t i 抄 以 降 は
,

入 出 力軸 は O

の 角 変 位 差 を 保 ち な が ら 回 り 挽 け る .
0 - 0

,

線 上 で の そ

れ ぞ れ の カ ム の 半径 は . 人 力 側 r い 出 力 側 r D と な り

そ の 差 は h D
二

r l
-

r o と な る .

0
.

点 で カ ム の 端 面 変位 の 測 定 を し て い る フ ォ ト セ ン

サ の 出 力 繰 回 をFi g . 4 くa l に 示 す
.

人 力 軸 カ ム の 出力 は

実 擦 の A
. 出 力 軸 カ ム の 出 力 は 破 頼 の B で示 さ れ て い る .

そ れ ぞ れ の 出 力 電 圧 は カ ム の 半 径 r に 対LeTt し た 波形 に

な っ て い る . 定 常 状態くい L i I で は . A とB は.
一 定 の す れ

を 保 っ た ま ま で あ る . そ の 出 力差 は C で 表 さ れ , こ れ

が 人 力 軸 と 出 力 軸 の カ ム の 半径 差h D を 表 し て い る .

さ ら に Fi g . 4 くa l よ り , よ り 大き な ト ル ク T
.

が 作 用
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以 上 の こ と を ま と め る と 次 の こ と が い え る
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今 社 の 展 望 .
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Lj カ ム の 枚数 を 岬 や す こ と に よ り . む じ れ 角 変 位 長 の

分 解 能 を あ げ る .

尊 卑 轡 駄 作 し た も の を ラ ジ ア j払 タ イ プ と す る と , さ ら
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r . の 変 わ る カ ム を 用 い る 方 式 も 考 え る こ

と が T
.

き
. 分 帝 能 の 向 上 と ス ベ - ス の 問 嘩 の .W - 疏 .
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Jt ム の 多 層 化 に よ る フ ォ ト セ .J サ の 測 道聴 U月の 拡 人

を は か る .

本 研 刑 こ 漸 払ノブ い た だ い た H 人 馬 気 一株1

小 林 故 也 氏 に 轟al 申 し 上 げ る
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